
関西広域連合と関西経済連合会との意見交換会 次第 
 

日 時：平成 28 年７月 21 日(木) 12：30～14：30 

場 所：リーガロイヤルＮＣＢ ２階「松の間」    

 

(司会：関西経済連合会 松村専務理事) 

 

１ 開 会  

 

２ 代表挨拶  

   ・森 関西経済連合会会長 

・井戸 広域連合長 

 

３ 意見交換 

(1) 文化庁移転関係について 

(2) 関西国際観光推進本部における関西の新たな数値目標等について 

(3) 次期広域計画（官民連携を推進する分野等）について 

(4) その他 

 

４ 閉 会 

 



出 席 者 名 簿

       
＜関西広域連合＞ １１名

井戸
い ど

敏三
としぞう

  広域連合長／広域防災・スポーツ振興担当（兵庫県知事）

仁坂
に さ か

吉伸
よしのぶ

  副広域連合長／広域職員研修・広域農林水産振興担当（和歌山県知事）

三日月
み か づ き

大造
たいぞう

委員／広域環境保全担当（滋賀県知事）

山田
や ま だ

啓二
け い じ

  委員／広域観光・文化・スポーツ振興担当（京都府知事）

飯泉
いいずみ

嘉門
か も ん

  委員／広域医療担当（徳島県知事）

門川
かどかわ

大作
だいさく

委員／広域観光・文化・スポーツ振興副担当（京都市長）

竹山
たけやま

修身
お さ み

委員／広域産業振興副担当（堺市長）

植田
う えだ

浩
ひろし

副委員／（大阪府副知事）

松谷
まつたに

幸和
ゆきかず

副委員／（奈良県副知事）

林
はやし

昭男
あ きお

副委員／（鳥取県副知事）

鳥居
と りい

聡
さとし

副委員／（神戸市副市長）

＜関西経済連合会＞ １１名

森
もり

詳
しょう

介
すけ

会 長（関西電力㈱相談役）

寺田
て らだ

千代乃
ち よ の

副会長／都市創造・文化観光委員会

（アートコーポレーション㈱社長）

山口
やまぐち

昌
まさ

紀
のり

副会長／国土・広域基盤委員会

（近鉄グループホールディングス㈱取締役相談役）

松下
まつした

正幸
まさゆき

副会長／国際委員会（パナソニック㈱副会長）

柏原
かしはら

康夫
や すお

副会長／科学技術・産業政策委員会(㈱京都銀行取締役相談役）

松本
まつもと

正義
まさよし

副会長／地方分権・広域行政委員会、産業振興委員会

（住友電気工業㈱社長）

角
すみ

  和夫
か ずお

副会長／都市創造・文化観光委員会（阪急電鉄㈱会長）

佐藤
さ とう

士
ひ ろし

副会長／地球環境・エネルギー委員会

（㈱神戸製鋼所相談役）

坂元
さかもと

龍三
りゅうぞう

副会長／産業振興委員会（東洋紡㈱会長）

大竹
おおたけ

伸一
しんいち

副会長／科学技術・産業政策委員会、国土・広域基盤委員会

（西日本電信電話㈱相談役）

松村
まつむら

孝夫
た か お

専務理事                    

（順不同、敬称略）
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「文化の力で関西・日本を元気に」 
 
 
日本を代表する世界遺産や 1400 年の歴史に裏打ちされた伝統文化・芸能・祭礼から

現代芸術に至るまで、国内外の多くの人々を魅了する文化資源が数多く存在する関西

（京都）に文化庁が全面的に移転することを、共々に喜び官民挙げて歓迎する。 

                                       

  関西では、平成１５年から関西元気文化圏構想の実現に取り組んできたところであり、

文化庁の全面的移転を機に、関西が持つ優れた文化資源や地域資源を活かし、文化行

政の裾野を広げ、文化庁の機能をより一層強化することで、日本の元気を関西から発信

していきたい。 

そのために、文化庁、関西広域連合、経済界、が一体となって、関係団体や住民と連

携しながら、オール関西で、文化庁と連携して次のような取組を展開する。 

 

■観光と文化 ～ 文化・文化財はインバウンドの中核コンテンツ 

ハード・ソフト両面での文化財の保護と活用、伝統文化の振興、新たな価値の創造を

図り、文化と観光が相互に高めあう関係であることを強く意識した取組を実施する。 

 

■産業と文化 ～ 文化によるインパクトある新たなものづくり 

映像・アニメなどのコンテンツや、無形文化遺産に登録された日本の食文化など、近

年国際的に注目を集める新たな文化を活かすとともに、これまでの伝統産業やもの

づくり文化の取組からさらに広げ、文化による産業振興の取組を深化させる。 

 

■暮らしと文化 ～ 日本の暮らしの文化の継承・発展 

衣食住をはじめとする日本の暮らしの文化とその背景にある地域コミュニティや自然

と共生する心を大切にし、創造しつつその魅力を発信する。 

 

■まちづくりと文化 ～ 文化芸術は地方創生の起爆剤 

まちづくり・地方創生において、文化の視点を取り入れ、伝統（古典）文化から現代ア

ートまでさらなる文化の融合を進め、新たなまちの価値創造につなぐ取組へと発展さ

せる。 

 

これらを関西全体で全力を挙げて取り組むとともに、各地域の取組とも連携することに

より広く全国に展開することで、文化の力で未来を切り開き、「文化芸術立国」を実現させ

る。 

 

平成２８年７月２１日 

 

文  化 庁    長官  宮 田 亮 平 

関西広域連合  連合長  井 戸 敏 三 

京都府知事            山 田 啓 二 

京 都 市 長           門 川 大 作 

関西経済連合会  会長  森     詳 介 

文化庁・関西広域連合・関西経済連合会共同宣言 


